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計画策定の趣旨
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はじめに

《 本県の中学校卒業者数の推移（ 見込み）》

単位制の導入や学科改編等の学校・ 学科等の魅力づく り は、 前期実施計画の

開始年度の令和１ ０ 年度から の着実な実施が必要

■

学校配置は、 令和９ 年から 令和２ ４ 年までの１ ５ 年間で本県の中学校卒業予

定者数が約４ ，２ ０ ０ 人減少する状況において、 将来を見据え、 地域等と の対

話を通じ て県民の理解を 得ながら 検討するこ と が必要

■

先行版の位置付け
「 前期実施計画（ 先行版）【 学校・ 学科等の魅力づく り 】」（ 以下「 先行版」 と

いう 。） と は、 前期実施計画のう ち 学校・ 学科等の魅力づく り に関するこ と に

ついて先行し て整理し たも の

■

前期実施計画のう ち学校配置については引き 続き 検討し 、 令和９ 年度に学校・

学科等の魅力づく り と 学校配置を 一体的に示す「 前期実施計画」 と し てアッ

プデート

■

●背景●

前期実施計画策定に向けた今後の取組



高等学校の魅力づく り に向けた基本的な考え方
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前期実施計画策定に向けた今後の取組

前期実施計画策定に係る留意事項
前期実施計画（ 計画期間： 令和１ ０ 年度～令和１ ４ 年度） は令和９ 年度の公

表を 予定し ている ため、 中学生の進路選択に影響が生じ ないよ う 、 令和１ ０

年度は学級減や募集停止を 行わない。

■

前期実施計画においては、 先行版で示す学科改編に加え、 新たな学科の設置

や改編を 行う こ と がある。

■

《 前期実施計画策定までの取組例》
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第 1 前期実施計画の策定

策定の趣旨 �〔本冊P. 〕�

社会の急速な変化に伴い、 生徒に求めら れる 資質・ 能力や学びの在

り 方は大き く 変化

■

好奇心を 持ち 学び続ける 姿勢や、 自分ら し く 未来を 切り 拓いていこ

う と する意欲を 育むこ と が重要

■

青森県立高等学校魅力づく り 推進計画基本方針を 令和７ 年１ ０ 月に

策定

■

基本方針に基づき 、 生徒が自ら の興味・ 関心等に応じ て主体的に学

びを 深め、 挑戦する 中で成長を 実感でき る 教育活動の充実を 図るた

め、 県立高校の魅力づく り に向けた具体的な方策等を 示すも のと し

て前期実施計画を策定

■

計画期間 �〔本冊P. 〕�

令和１ ０ 年度から 令和１ ４ 年度までの５ 年間■

社会情勢や高校教育を 取り 巻く 環境の変化等を 踏まえ、 必要に応じ て計画を

見直すなど柔軟に対応

■

中学校卒業予定者数の更なる 減少に伴う 高校の小規模化によ り 、 現

在の教育活動の維持が困難になる こ と が懸念さ れる 中にあっ ても 、

■

生徒に充実し た教育環境を 提供する こ と が必要
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　 県立高校が、 生徒一人一人の「 行き たい」「 学びたい」 を つく り 、 それに応える 学

びの場と なるよう 、 特に次の３ つのこ と について重点的に取り 組む。

第 2 前期実施計画のポイント

単位制と少人数学級編制の拡充 ��〔本冊P. - 〕�

　 普通教育を主と する学科を有する全ての全日制高校に単位制を導入すると と も

に、 職業教育を主と する専門学科（ 看護科を除く 。） で少人数学級編制を実施

教育ＤＸと遠隔教育の推進 ��〔本冊P. - 〕

新しい普通科の設置 ��〔本冊P. - 〕

　 テク ノ ロジーや各種データ の効果的な活用等による教育Ｄ Ｘ と 、 オンラ イ ン

による授業・ 講習の配信等による遠隔教育を 推進

生徒の多様な学習ニーズに対応し た個別最適な学びと 協働的な学びを 一

体的に充実

　 普通教育を主と する学科において、 本県では初と なる「 デジタ ル分野に関す

る学科」、「 地域社会に関する学科」 及び「 学際領域に関する学科」 を設置

普通教育を 主と する学科の特色化を更に推進

県全体で個に応じ たき め細かな指導を 充実

�

�

ポイント③

ポイント②

ポイント①
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第 3 生徒が「行きたい」と思う各校の魅力づくり
　 生徒一人一人の可能性を 広げ、 主体的に学ぶこ と ができ る教育環境を 整備するとと

も に、 各校の魅力づく り を推進するため、 次のと おり 取り 組む。

柔軟で質の高い学びの推進�

生徒一人一人の興味・ 関心等に応じ た学びを 実現する ため、 幅広い選択

科目を開設

■

大学が開設する科目の履修や学校間連携等による 学校外の学修の成果の

単位認定を実施

■

【 対象校】

単位制
・ 普通教育を 主と する 学科を 有する高校

・ 総合学科を 有する高校

学期ごと の単位認定が可能と なる 教育課程の編成や、 生徒個々の事情に

応じ た卒業や転学等の支援を充実

■

令和１０年度から順次、普通教育を主とする学科を有する全日制高校に
導入

生徒一人一人の個性や学習状況に応じ た個別最適な学びを 実現する た

め、 少人数によるき め細かな指導を充実

■

実習や課題研究等において、 教員の目が行き 届き やすく 、 生徒が専門的

な知識・ 技術の確実な習得に向け安心し て学ぶこ と ができ る 環境を 整備

■

【 対象校】

少人数学級編制
）。く除を科護看校高石黒（  校高るす有を科学門専るすと主を育教業職・

令和１０年度から順次、商業科及び家庭科で新たに実施し、１学級当た
りの人数を４０人から３５人へと引き下げ

・ 八戸東高校（ 表現科）

��〔本冊P. - 〕
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新たな時代を見据えた学びの推進 ���〔本冊P. - 〕�

配信内容を アーカ イ ブ化し 、 繰り 返し 学習でき る環境を整備・

配信教科・ 科目の拡充や指導体制の充実等により 、 遠隔教育セン タ ー

の機能を 強化

・

教育ダッ シュ ボード やデジタ ル教材の活用を 推進■

国内外の学校等と つながる 教育活動を 推進する と と も に、 生成Ａ Ｉ を 活

用し た教育活動を 展開

■

【 対象校】 全校（

実施）

遠隔教育センタ ーから の授業・ 講習の配信は一部の高校で

教育ＤＸと遠隔教育の推進

地理的状況にかかわら ず生徒の多様な学習ニーズに対応でき る よう 、 県

総合学校教育セン タ ー内に設置し た遠隔教育セン タ ーにおいて授業や講

習を 配信する 体制を充実

■

教員のＩ Ｃ Ｔ 活用指導力の向上に向けた取組を 推進する と と も に、 Ｉ Ｃ

Ｔ 教育サポータ ー等の外部人材を 効果的に活用

■

総合的な探究の時間等において、 各校が創意工夫を生かし た教育活動を充実■

課題解決に向けて最適解や納得解を導き 出す探究的な学びを推進■

【 対象校】 全校

各地区や県全体での成果発表会を 実施し 、 探究活動の成果を 共有するな

ど、 学校や学科の枠を超えた学び合いを促進

■

探究的な学びの充実

地域や関係機関等と 連携し ながら 、 探究活動の成果を 社会に実装する取

組を推進

■
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教育活動の充実 ����〔本冊P. - 〕

選抜性の高い大学や医学科を 志望する 生徒の進学に必要な力を 育成する

ため、 教科・ 科目の発展的な内容を 中心に扱う 学習指導を 充実

■

大学や研究機関等と の連携による高度な学びに触れる機会を創出■

特別支援教育コ ーディ ネータ ーを 中心と し た校内研修の充実等により 校

内体制を強化

■

特別支援学校と 連携し た教員研修等により 教員の専門性を 向上■

�

【 対象校】 青森高校、 弘前高校、 八戸高校

生徒の学力や教員の指導力の向上を目的と し た高度なプログラ ムを 実施■

通級による指導の実施校の拡充等を検討■

スク ールカ ウンセラ ーやスク ールソ ーシャ ルワーカ ー、 日本語指導支援

員等の専門スタ ッ フ によるきめ細かな支援体制を充実

■

未来を切り拓くリーダーを育成する発展的な学びの充実

高校間・ 学科間の連携、 各校種や地域・ 関係機関等と 連携・ 協働し た取

組を推進

■

学校や社会と つながる機会を 創出し 、 各校の特色ある 教育活動の更なる

充実に向けた環境を整備

■

【 対象校】 全校

多様な主体との連携‧協働

特別な教育的支援を必要とする生徒等への指導‧支援
【 対象校】 全校（ 通級による指導は一部の高校で実施）

■ こ れら の取組への他校の生徒の参加や、 取組の成果の共有等により 、 県
全体の教育の質を確保・ 向上
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候補校
鰺ヶ 沢、 柏木農業

大間、 三戸、 名久井農業

開始時期

■ 令和１ ０ 年度入学

者選抜（ 令和 9 年

度実施）

基本的に次のと おり

■ 令和１ １ 年度入学

者選抜（ 令和１ ０

年度実施）

地域共育校は、 地域等と 一体と なっ て活性化に取り 組むこ と がで き る よ

う 、 地域協議会を 令和８ 年度に設置

■

地域協議会は、 学校と 地域等が実施する 学校の活性化に向けた方策や学

校の在り 方等について協議し 、 Ｐ Ｄ Ｃ Ａ サイ ク ルに基づき 継続的に教育

■

地域等と一体となって学校の活性化に取り組む高校への対応
【 対象校】  地域共育校（ 鰺ヶ 沢高校、野辺地高校、六ヶ 所高校、大間高校、三戸高校）

地域共育校が募集停止と なる 場合は、 市町村と 連携し た通学手段の確保

や、 募集停止後の校舎等の有効な利活用等について協議

■

候補校以外で も 、 以下に掲げる 高校

を 実施校と する場合がある。

■

特色ある 教育活動を 実施し てい る

高校や、 農業科・ 水産科が設置さ

れて いる 高校等、 県教育委員会が

必要と 認めた高校

・

高校が所在する 市町村から 、 市町

村等によ る 支援を 前提と し た導入

の申出があっ た高校

・

《 候補校及び開始時期》

あおもり留学（全国からの生徒募集）
【 対象校】  全校（ 実施校は県教育委員会において決定）

第２ 期実施計画に お け る 実施校を

候補校と し た 上で 、 高校が所在す

る 市町村の意向や支援の内容等を

踏ま え な がら 実施校を 決定

■

地域協議会は、 学校職員、 市町村関係者、 Ｐ Ｔ Ａ 関係者等の委員で構成■

環境を 充実
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第 4 生徒が「学びたい」と思う各学科等の魅力づくり
　 生徒の多様な学習ニーズに応える魅力ある教育内容の充実を 図り 、 地域や関係機関

等と 一体と なっ て各学科等の魅力づく り を 推進するため、 次のと おり 取り 組む。

全日制課程 ����〔本冊P. - 〕

●各校の教育環境の充実●

( 1) 普通教育を主とする学科及び普通科系の専門学科

●各学科の充実 ●

探究的な学びや文理横断的な学びを推進し 、 新たな価値を創造する資質・ 能力

を育成

■

生徒の幅広い進路志望に対応すると と も に、 多様な主体と の連携・ 協働や単位

制の活用等による各校の特色を 生かし た取組や地域の実情を 踏まえた教育活動

を推進

■

�

普通科 探究学習やＳ Ｔ Ｅ Ａ Ｍ教育等の教科等横断的な学習■

生徒の能力・ 適性や興味・ 関心等に応じ た教育活動■

体育の見方・ 考え方を 働かせ、 課題発見・ 解決に取

り 組む学習

■

スポーツの楽し み方や関わり 方を 追求する教育活動■

スポーツ科学科

外国語を 用いた総合的なコ ミ ュ ニケーショ ン力を 高

める学習

■

協働的な学び、 探究的な学び■

国際バカ ロレア（ Ｉ Ｂ ） の理念に基づく 教育活動■

グローバル探究科

数学や理科の見方・ 考え方を豊かな発想で活用し た

り 、 組み合わせたり し ながら 行う 探究学習
理数科

言語・ 身体・ 映像・ 舞台等の表現活動■

新たな価値の創造に向けた他者と の協働による学習■
表現科
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設置校

青森東

普通 文理探究弘前中央

八戸北

Ｒ ９ の学科構成

●学科改編等●

　 大学や企業等と 連携し ながら 、 専門性の高い外部人材によ る 講義や最新

技術を 用いた体験的な学び等を 展開し 、 Ａ Ｉ ・ Ｉ ｏ Ｔ ・ Ｄ Ｘ の進展に対応

でき る資質・ 能力の育成につながる学びの充実に取り 組む。

　 普通教育を 主と する 学科において、 本県では初と なる「 デジタ ル分野に関する

学科」、「 地域社会に関する学科」 及び「 学際領域に関する学科」 を 設置

統計やデータ 分析について学んだ上で、 本県の観光客動向と 人流動態・

地理情報・ 交通情報等の地域生活に関する ビ ッ グデータ を 重ねて分析

し 、 オーバーツーリ ズムを 生じ さ せにく い効果的な観光振興策を検討

■

地域交通マッ プ・ 人口分布・ 指定避難所一覧等のデータ を 基に地域の立

体ハザード マッ プを作成し 、 災害発生時における住民の移動経路や避難

所要時間を コ ンピュ ータ 上で推計・ シミ ュ レーショ ンするこ と で、 避難

時に想定さ れる副次的災害リ スク を可視化し 、 地域の防災計画を検証

■

《学習活動の例》

デジタル分野に関する学科

文理共創

学創データ サイ エンス

前期実施計画（ R10）
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設置校

鰺ヶ 沢

普通 地域デザイ ン

野辺地

六ヶ 所

大　 間

三　 戸

Ｒ ９ の学科構成

　 地域社会の課題や魅力に着目し 、 地域社会が有する 交流や活動のネッ ト

ワーク を 最大限に活用し ながら 、 フ ィ ールド ワーク 等を 行う と と も に、 地

元自治体と 連携し た体験的な活動に取り 組むなど、 地域社会に関する 理解

の深化と 学びの充実に取り 組む。

特産物を使用し た商品を 地元企業と 共同で開発すると と も に、 地元自治

体の協力を 得ながら 、 開発し た商品を 用いて地域をＰ Ｒ する活動を 実施

■

地元自治体と 同様の課題を抱える県外の自治体を訪問し 、 課題や改善策

について実地調査を行いながら 、 地域振興について多角的に考察

■

《学習活動の例》

地域社会に関する学科

設置校及び設置年度については、 令和９ 年度に策定する前期実施計画において決定※ 

　 複合的かつ分野横断的でボーダレ スな課題等に着目し 、 自ら 設定し た課

題に関する 学びを 深め、 その成果を 表現・ 共有する ほか、 各教科・ 科目に

おける学びと 関連さ せながら 、 探究的な学びの充実に取り 組む。

大規模なスポーツ イ ベン ト で発生する プ ラ スチッ ク ごみの量や観客・
選手の移動に伴う Ｃ Ｏ ₂  排出量を 調査・ 分析し 、 環境への負荷を 抑え
る ためのイ ベン ト の運営方法を 検討

■

大学の研究室の助言を 受けながら 、 積雪による被害の低減や豪雪耐性の

高い市街地の在り 方について実証的に研究

■

《学習活動の例》

学際領域に関する学科

地域探究

地域未来

地域みら い創生

みら い創造

前期実施計画（ R10）
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( 2) 職業教育を主とする専門学科
●各校の教育環境の充実●

社会や産業構造の変化を的確に捉え、 実社会の課題に主体的に向き 合い、 他者

と 協働し ながら 課題解決する資質・ 能力を育成

■

専門分野における高度な知識・ 技術を習得■

産業動向や技術革新に対応し た施設・ 設備の整備や各産業のＤ Ｘ 化に対応でき

る最先端の職業教育の実践等、 学科の機能を強化・ 高度化

■

●各学科の充実●

農業科
地域や企業等と の連携・ 協働を 通じ た実践的な教育活動■

スマート 農業に対応し たＡ Ｉ やロボッ ト の活用、経営感覚の養成、

マーケティ ング、 ６ 次産業化等に係る教育活動

■

実習や課題研究等を通じ て、 課題発見・ 解決に取り 組む教育活動■

Ａ Ｉ やロ ボッ ト を 活用し たも のづく り 、 環境・ エネルギー等に係

る教育活動

■

デジタ ル技術を活用し たビジネス上の課題解決学習■

会計等の知識やアント レ プレ ナーシッ プの観点を 生かし た価値創

造等に係る教育活動

■商業科

デジタ ル技術を 活用し たスマート 水産業、 水産資源の管理や海洋

環境の変化を 踏まえた持続可能な水産業、 経営感覚の養成、 ６ 次

産業化等に係る教育活動
水産科

工業科

社会やラ イ フ スタ イ ルの変化に対応し た生活産業や価値創造に 係

る教育活動

■

デジタ ル技術を 活用し た生活産業に係る教育活動■

家庭科

専攻科と 一体と なっ た５ 年間一貫し た専門性の高い実践的な教育

活動

■

医療Ｄ Ｘ ・ 看護Ｄ Ｘ に対応でき るデジタ ル技術の活用に係る教育

活動

■
看護科
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A 高校

大学A 企業A 

企業D 

企業E企業C

企業B

B 高校 C 高校

総合学科同士の
ネットワークの構築

各校の強みやリソ ースを共有し ながら 、

特色ある教育活動を推進し、

生徒の多様な学習ニーズに応える

具体的な取組例

自校では開設していない科目のオンライン

授業・ 補習の合同実施 

資格試験対策の合同実施

地域人材や企業等によるオンライン講演会

の配信

A 高校

大学A 企業A 

企業D 

企業E企業C

企業B

B 高校 C 高校

総合学科同士の
ネットワークの構築

各校の強みやリソースを共有しながら、

特色ある教育活動を推進し、

生徒の多様な学習ニーズに応える

具体的な取組例

自校では開設していない科目のオンライン

授業・ 補習の合同実施 

資格試験対策の合同実施

地域人材や企業等によるオンライン講演会

の配信

( 3) 総合学科
●各校の教育環境の充実●

将来の生き 方や進路について考察し 、 職業選択を 視野に入れた自己の進路へ

の自覚を 深める教育を充実

■

大学や地域、 関係機関等と の連携・ 協働によ り 、 外部人材や地域資源を 積極

的に活用し 、 生徒の幅広い進路志望に対応

■

デジタ ル技術等を 活用し た高校間・ 学科間の連携による教育活動を推進■

《 デジタ ル技術等を 活用し た高校間連携の取組イ メ ージ》

生徒の主体的な学びが可能と なる よ う 、 多様な選択科目の開設に向けた教育

環境を 整備

■
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①・ ②により

在籍校で のス ク ーリ ン グの一部を 免除し

生徒の通学の負担を 軽減

入学

生徒 協力校通信制高校

（ 在籍校） 

多様なメ ディ アの利用
1 2

協力校におけるスク ーリ ン グ

例えば・ ・ ・

テレビ放送

ラ ジオ放送

NHK 高校講座など

レ ポート 課題の提出

スク ーリ ン グ

テスト（ 単位認定試験）

スク ーリ ング
のため登校

自宅から
近い！

自宅から
遠い…

  

定時制課程‧通信制課程 ����〔本冊P. - 〕
定時制課程

通信制課程

生徒の個性やラ イ フ スタ イ ル等に応じ た柔軟な学び方を 提供する こ と がで

き る よう 、 学校・ 課程の枠を 超えて科目を 履修でき る 体制を 一層充実さ せ、

北斗高校、 尾上総合高校及び八戸中央高校については、 フ レキシブルスクー

ル ※と し て、 学習時間帯等を 選択し ながら 学習でき る 環境を 整備

■

デジタ ル技術の活用により 、 生徒が自分のペースで学習でき る環境を 整備■

特別支援教育の専門性を持っ た教員の配置の充実、スク ールラ イ フ サポータ ー

等の専門スタ ッ フ の継続的な配置等により 、 きめ細かな支援体制を強化

■

生徒のスク ーリ ン グに伴う 通学の負担が軽減さ れる よう 、 オン ラ イ ン 教材

等の多様なメ ディ アを 利用し た学習環境や、 自宅により 近い協力校でスク ー

リ ングを 受けら れるよう にする体制を 整備

■

�

フ レ キシブルスク ール： 本県においては、 定時制課程及び通信制課程の併置、 学習
時間帯や履修科目を 主体的に選択でき る体制の整備等によ り 、 生徒一人一人の状況
に応じ た柔軟な学び方を可能と し ている高校を指す。

※

《 スク ーリ ングに伴う 通学の負担軽減に向けた取組イ メ ージ》

後期入学や年度中途から の転入学・ 編入学の実施を 通し て、 生徒が継続し

て学ぶこ と のでき る機会を 提供

■
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